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業界分析

FA業界



業界動向サーチ対象企業

1.三菱電機
2.キーエンス
3.ファナック
4.SMC 
5.ダイフク
6.安川電機
7.オムロン
8.ミスミグループ本社
9.立花エレテック
10.IDEC 
11.平田機工
12.たけびし
13.椿本チエイン
14.ダイヘン
15.明治電機工業
16.菱電商事
17.椿本興業

18.カナデン 

19.スズデン 

20.鳥羽洋行 

21.協立電機 

22.NITTOKU 
23.オプテックスグループ 

24.ユーシン精機 

25.第一実業 

26.CKD 
27.萩原電気HD 

28.協栄産業 

29.テクノホライゾン 

30.靜甲 

31.エヌ・ピー・シー 

32.北川精機 

33.ミマキエンジニアリング 

34.アスカ 

35.エヌアイシ・オートテック 

計３５社



FA業界基本情報



FA業界 国内売上ランキング



FA業界 海外売上高ランキング



業界規模の推移



FA業界の動向

全体では2020年まで横ばいで推
移し、2021年に増加に転じた。

2021年は国内市場においては設
備投資や生産に持ち直しの動き
が見られ、海外市場においても
製造業の設備投資が回復した。
なかでも、半導体や電子部品な
どのデジタル関連、脱炭素関連
であるリチウムイオンバッテ
リーなどの設備投資を中心とし
た需要が拡大。



FA業界の動向②

• FAの需要は日本国内のみならず、世界的に高まっている。グローバルインフォメーショ
ンによると、FAの市場規模は2028年までに2,492億9,000万ドルに拡大すると予測してい
ます。2022年から2028年までの年間成長率は8.2％と推測しており、今後も高い成長率
を見込んでいます。

• 世界のFA市場をけん引しているのは、中東、アフリカ、中南米地域で、自動車業界や製
造業などの成長が理由に挙げられています。加えて、同地域では政府が製造業のデジタ
ル化を支援していることもFA市場の普及につながっています。

• 2021年の北米地域の動向を見ますと、米国やメキシコ、カナダのなかでは、米国がもっ
とも高いシェアを占めました。今後も米国ではペプシコやネスレなどの大企業が、自動
化生産施設を稼働させていく予定です。

• また、「メイク・イン・インディア」政策を掲げるインドにおいても、FA市場は年間約
8％の成長を見せています。自動車や食品、医療、データセンターなどの業種を中心に需
要が拡大しています。



世界のFA業界動向



業界団体

• SMCが所属している業界団体、FA業界をまとめている業界団
体は見つからず。

•しかし、日本ロボット工業会などは関連していると考えられる。



FA業界の課題

①人手不足と人件費の高騰

少子高齢化による人手不足が深刻化しており、製造業では労働力の確保が大きな課題となって
いる。

人件費の高騰も問題であり、FAを導入することで省力化や省人化を図る必要がある。

②初期投資と運用コスト

 FA導入には高額な初期投資が必要であり、これが大きな障壁。

自動化システムの運用には技術者の育成やメンテナンス費用も必要で、ランニングコストも考
慮する必要がある。

③技術革新と競争

第4次産業革命やインダストリー4.0の進展により、製造業は抜本的な改革が求められています

IoTやAI技術を駆使した生産体制の構築が不可欠ですが、これに対応するための技術革新が必要。



FA業界の今後

2020年は新型コロナによる感染拡大の影響で、FA業界は一時的な
落ち込みを見せた。一方で、2021年以降の製造業では人手不足と
生産性の向上による省人化が進み、FA業界への需要は急速に伸び
ている。

2023年現在、日本メーカーの国内回帰も一部で見られており、中
長期的にもFA需要は底堅いことが予想される。

少子高齢化は先進国を中心に進んでおり、今後もFA業界によ
る自動化の流れは続くと考えられる。



FA業界の将来性

◎
かなり良い

•コロナが終わり、世界的に自動化の需要は増加傾向（特に自動
車やEV電池、食品や医薬品、半導体、物流倉庫業界）

•政府による製造業の自動化推進地域もあり

•日本やアメリカの大企業では「FA機器を成長分野」と位置づけ
て事業の強化を図っている企業が多い。



企業分析

SMC株式会社



会社概要



企業沿革

1959年 04月

焼結金属工業株式会社を設立

1960年 05月

大阪営業所を新設。以後、全国展開

1961年 09月

空気圧補助機器の製造販売を開始

1986年 04月

商号をSMC株式会社に変更

1987年 03月

空気圧制御機器で国内シェア42%を確保

1987年 12月

東京証券取引所第２部に株式上場

1989年 09月

東京証券取引所第１部に株式上場

2018年 03月

売上高5000億円を突破

2022年 03月

売上高7000億円を突破



企業理念



事業内容・製品
自動制御機器の開発・製造・販売



どのように使われているのか Gemini



使われている業界





SMCの空気圧制御機器の強み



代表的な経営者

高田芳行氏

1959年に焼結金属工業（現在のSMC）を設立、1964年に専務、
1972年に代表取締役、1989年に社長、2004年に会長、そして
2019年に取締役名誉会長を務めた。1992年に藍綬褒章、1998年
に勲三等瑞宝章を受章。

彼のリーダーシップの下で、SMCは空圧制御機器の分野で世界的
な企業へと成長した。彼は93歳で引退するまで、毎日会社に出勤
し、重要な意思決定を行っていた。



セグメント情報・変動要因①

セグメントは自動制御機器事業のみ

1. 海外事業リスク
内容: 政治・経済変動、法律変更、労働環境の変化、インフラ未整備、テロや自然
災害など。

影響: 従業員や資産の安全、製品供給に悪影響。

対応策:ベトナムに生産拠点整備・国内供給能力の確保

2. 為替変動リスク

内容: 外貨建取引の円換算による影響。

影響: 円高で売上・利益減少。

対応策:外貨建仕入の増加・資産配分の見直し



セグメント別変動要因②

3. 製品欠陥リスク
内容: 製造物責任による損害賠償リスク。

影響: 賠償費用、信頼喪失、失注。

対応策:品質管理の強化・賠償責任保険への加入

4.情報セキュリティに関するリスク
内容：サイバー攻撃やシステム故障、ヒューマンエラーによる情報漏洩リスク

影響：事業活動が停止し、損害賠償や社会的信用の低下

対策：NISTの「サイバーセキュリティフレームワーク」に基づく包括的な情報セキュリ
ティ対策を専門チームが統括管理



経営計画・経営戦略①



経営戦略要約 chat GPT



強み・競争力



SMCのグローバルネットワーク



強み・競争力②



強み・競争力③

空気圧機器で世界
NO.1のシェア



SMCの売り上げ・シェア推移



事業等のリスク

•海外での事業展開に伴うカントリーリスク

•外国為替相場の変動リスク

•製品の欠陥に関するリスク



三段階評価
同業他社と比較した競争力の評価

◎ 強い 
空気圧機器で世界ナンバーワンシェア（37%）と圧倒的な強さを誇
る、専業メーカーであり、圧倒的な製品数、ネットワークを持つ

将来の見通しの評価 

◎ 強い 
少子高齢化は先進国を中心に進んでおり、今後もFA業界による自
動化の流れは続くと考えられ、工場に必要不可欠な自動制御機器
の需要は高いと考えるため。



過去５年間・１０年間の成長率

項目

5年間
平均成
長率

10年間
平均成
長率

売上高 6.14% 7.00%

経常利
益

4.84% 7.56%

当期純
利益

6.43% 7.53%



新聞記事解説①

2024/04/12 日本経済新聞 朝刊



新聞記事解説①続き

2024/04/12 日本経済新聞 朝刊



新聞記事紹介②

2024/08/10 日本経済新聞 朝刊



財務分析

SMC株式会社



比較対象企業①

•会社名：株式会社キーエンス
•設立：1974年
•従業員数（連結）12,286人
•東証プライム上場
•事業内容：センサ、測定器、画像処理機器、制御機器、研究・
開発解析機器、ビジネス情報機器



比較対象企業②

•会社名：ファナック株式会社

•設立：1972年

•本社：山梨県南都留郡忍野村忍草3580

•東証プライム上場

•従業員数（連結）9,970人

•事業内容：工作機械用ＮＣ（数値制御）装置世界首位。産業用
ロボや小型マシニングセンタも。



年度表記

SMC キーエンス ファナック

2019年4月1日～2020年3月31日 2019年4月1日～2020年3月31日 2019年4月1日～2020年3月31日

2020年4月1日～2021年3月31日 2020年4月1日～2021年3月31日 2020年4月1日～2021年3月31日

2021年4月1日～2022年3月31日 2021年4月1日～2022年3月31日 2021年4月1日～2022年3月31日

2022年4月1日～2023年3月31日 2022年4月1日～2023年3月31日 2022年4月1日～2023年3月31日

2023年4月1日～2024年3月31日 2023年4月1日～2024年3月31日 2023年4月1日～2024年3月31日

日本会計基準 日本会計基準 日本会計基準



SMC 貸借対照表（百万円）



キーエンス 貸借対照表（百万円）



ファナック 貸借対照表（百万円）



SMC 損益計算書（百万円）



キーエンス 損益計算書（百万円）



ファナック 損益計算書（百万円）



SMC CF計算書（百万円）



キーエンス CF計算書（百万円）



ファナック CF計算書（百万円）



安全性① 自己資本比率（％）
自己資本÷総資産×100



安全性② 流動比率（％）
流動資産÷流動負債×100



安全性③ 当座比率（％）

当座資産÷流動負債×100



安全性④ 固定比率（％）

固定資産÷自己資本×100



効率性① 自己資本回転率（回）
売上高÷自己資本



効率性②総資産回転率（回）
売上高÷総資産



収益性① 売上高営業利益率（％）
営業利益÷売上高×100



Interesting Point① perplexity AI proを利用

Why① なぜFA業界大手の営業利益率はここまで高いのか

（製造業全体の平均営業利益率: 4.0%程度）

Answer①



Interesting Point② perplexity AI proを利用

Why② なぜその中でもキーエンスの営業利益率は突出しているのか

Answer②
①効率的な営業体制
直販制度による中間マージンの排除と顧客ニーズの直接把握

1分単位の日報管理や徹底的な商談準備など、時間当たりの生産性を最大化する営業
手法

専門チームによる提案資料作成など、営業担当者が顧客対応に集中できる体制

②ファブレス経営によるコスト削減
自社工場を持たず、生産を外部委託することで固定費を抑制

研究開発や営業などのコア業務に経営資源を集中投下



③独自の高付加価値製品戦略・製品力

新製品の約70%が世界初または業界初の製品
粗利率80%以上を基準とした製品開発ポリシー
競合他社との価格競争を回避できる独自性の高い製品ラインナップ

④顧客密着型のビジネスモデル

顧客の課題解決パートナーとしての地位を確立
短納期対応や豊富な在庫による即応体制



輪読した教科書から

•１４章 人的販売とダイレクトマーケティングのｐ５２５の販
売部隊のモチベーション

「販売員は日々ストレスを受けており、もっとも報酬として価値
が高いのは給与である」

「もっとも価値が低いのが尊敬と好意、安心感と承認」

細かく管理され、仕事も多いキーエンスの営業が日系企業で
トップレベルの給与（ 2024年3月期の平均年収2,067万円）であ
る理由もここからきているのかと思った。



収益性② 売上高経常利益率（％）

経常利益÷売上高×100



収益性③売上高当期純利益率（％）

当期純利益÷売上高×100



収益性④ ROA（％）

当期純利益÷総資産×100



収益性⑤ ROE（％）

当期純利益÷自己資本×100



成長性① 売上高伸び率（％）



成長性② 営業利益伸び率（％）



成長性③ 経常利益伸び率（％）



成長性④ 当期純利益伸び率（％）



財務分析まとめ

・安全性 ◎ すべての数値で高水準 

・効率性 ◎ 競合二社に比べて優れている

・収益性 〇 キーエンスには劣るが高い利益率を誇る

・成長性 ▲ 業界自体が景気に左右されやすいこともあるが年度

によってかなり変化が大きく、減収の年も多い



回帰分析①

単回帰分析と→データから一次関数を当てはめて、ある変数を別の変数の変動に
よって説明したり 予測したりする統計的な手法 

目的変数：当期純利益 説明変数：売上高

用いたデータ（百万円）

決算年月 売上高 当期純利益

2020年3月期 526,000 110,500

2021年3月期 552,178 121,790

2022年3月期 727,397 192,991

2023年3月期 824,772 224,609

2024年3月期 776,873 178,321



回帰分析②

回帰式：ｙ＝ 0.3464X-70392

この時の決定係数は0.9321となり、データの当てはまりがかなり
いいといえる。 

よって売上高が上がると当期純利益が増加する。



信用分析



キャッシュフローレバレッジ参考値



FFO/有利子負債総額の計算シート①

1,323,848 603,570 188,847 531,431

1,307,990 511,257 164,600 632,133

100,702



FFO/有利子負債総額の計算シート②

169,140 100,702 269,842

7,342

269,842 7,342 36.75

極めて強いに分類



直近の債務残高の何％まで追加的に融資して 大丈夫か？

• 60％までの場合

269,842×0.6＝161905.2

161905.2÷7342×１００＝ 2200.051

直近の財務残高の2200.051％まで追加融資可能



投資分析



株価関連基本情報



10年間の株価チャート



競合他社との株価比較

6273-SMC 6954-ファナック 6861-キーエンス



競合企業 株価関連情報
キーエンス ファナック



株価推移



PER

PERとは ：株価が「1株当たりの当期純利益」の何倍になってい
るかを示す。 一般にPERが高いと利益に比べて株価が割高、低
ければ割安であるといわれる。

 15倍以上の場合の高い

SMC ２２．５８倍

ファナック ３１．８０倍

キーエンス ４２．５２倍



PBR
PBRとは ：株価が割安か割高か判断するための指標。

株価が本決算期末の「1株当たり純資産」の何倍になっているか
を示す。 

1倍以上の場合のため高い

SMC ２.２４倍

ファナック ２.３０倍

キーエンス ５.６０倍



リスク要因①



リスク要因②



リスク要因③



リスク要因④



SWOT分析

強み 弱み

①市場シェアとブランド力
空気圧機器で世界シェアトップ
②グローバルな生産・研究開発拠点：日本、アメ
リカ、ヨーロッパ、アジアに技術開発拠点を持ち、
顧客ニーズに応じた製品開発と供給能力が高い

①特定市場に依存
SMCは空気圧機器市場での収益が多くを占めて
いる
②産業特性
FA業界全体の特徴として経済状況や技術革新に
敏感であるので動きが激しい

機会 脅威

①自動化と産業ロボット市場の成長
くの企業が省力化や自動化を推進しており、空気
圧技術の需要が拡大すると見込まれる。
②環境意識の高まり
省エネルギー製品の需要も増加

①競争の激化
中国企業との競争が激化しており、価格競争や製
品革新が進む中でシェアを維持するためには、さ
らなる技術開発が必要



経営者への提言

•経営状況はかなり優れているため、唯一かけていると感じたも
のは知名度

• TOPIX CORE30（日系企業の時価総額TOP30）に入る企業
なのに知っている人が少ないと感じる。

•このことは少なからず採用時に不利になると考える。

•競合他社のキーエンス・三菱電機・ファナックなどにCMなど
を打ち、一般人からも認知度をとるべきと提案する



投資するか否か

株主の立場に立ち、2000万円の投資資金を持っているとして、
100万円または200 万円を投資するか？ 

→200万円投資する（投資期間10年） 

〈理由〉

世界トップシェアの企業であり、今後も設備投資・自動化の流れ
は加速していくと考えるため、SMCの自動制御機器の需要は伸
びると考える。

また安全性・収益性・効率性などの経営状況も優れているため。



有利子負債・財務分析の通
り財務健全性は高い
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